
は
じ
め
に

立
命
館
大
学
に
は
、
近
代
詩
歌
に
関
す
る
書
籍
や
雑
誌
を
主
に
所
蔵
す
る

白
楊
荘
文
庫
を
は
じ
め
と
し
て
、
明
治
・
大
正
期
の
貴
重
な
文
学
資
料
が
多

く
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
中
で
も
本
稿
は
、
本
学
の
人
文
系
文
献
資
料
室

準
貴
重
書
庫
に
収
め
ら
れ
た
資
料
群
に
焦
点
を
あ
て
、
資
料
収
集
の
経
緯
と

研
究
活
動
の
在
り
様
に
つ
い
て
、
筆
者
自
身
の
立
命
館
大
学
学
生
と
し
て
の

経
験
を
交
え
て
報
告
す
る
も
の
で
あ
る
。

な
お
、
本
稿
で
紹
介
す
る
資
料
や
研
究
活
動
に
つ
い
て
は
、
先
行
す
る
参

考
文
献
が
多
々
あ
る
が
、
そ
れ
ら
を
中
心
的
な
手
が
か
り
と
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
人
文
系
文
献
資
料
室
準
貴
重
書
庫
所
蔵
の
明
治
・
大
正
本
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
と
し
て
の
経
緯
を
概
観
し
、
こ
れ
ま
で
記
さ
れ
て
い
な
い
近
年
の
動
向

や
、
学
部
生
及
び
院
生
の
研
究
活
動
に
つ
い
て
補
い
報
告
す
る
も
の
と
し

て
、
本
稿
を
位
置
づ
け
る
こ
と
と
し
た
い
。

Ⅰ

資
料
の
収
集
・
整
理

人
文
系
文
献
資
料
室
準
貴
重
書
庫
の
明
治
・
大
正
期
の
貴
重
書
類
と
し
て

は
、
主
に
次
の
よ
う
な
も
の
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。

一
つ
は
、
明
治
期
に
二
葉
亭
四
迷
と
並
ぶ
言
文
一
致
体
小
説
の
創
始
者
と

し
て
活
躍
し
た
山
田
美
妙
関
係
の
資
料
で
あ
る
。
美
妙
の
書
き
入
れ
や
蔵
書

印
が
確
認
で
き
る
旧
蔵
書
、
同
時
代
の
文
人
た
ち
に
よ
る
美
妙
宛
の
書
簡
、

（
�
）

草
稿
類
と
い
っ
た
自
筆
資
料
な
ど
、
非
常
に
貴
重
な
資
料
と
な
っ
て
い
る
。

ほ
か
に
、
白
楊
荘
文
庫
の
資
料
を
収
集
し
た
、
立
命
館
大
学
文
学
部
の
教

授
で
も
あ
り
歌
人
で
も
あ
っ
た
小
泉
苳
三
の
研
究
活
動
を
は
じ
め
と
し
て
、

歴
代
の
日
本
文
学
専
攻
の
先
生
方
の
研
究
活
動
の
中
で
収
集
さ
れ
て
き
た
と

考
え
ら
れ
る
資
料
が
あ
り
、
明
治
・
大
正
期
の
書
籍
や
雑
誌
が
主
で
あ
る
。

こ
れ
ら
は
美
妙
旧
蔵
書
と
区
別
さ
れ
る
こ
と
な
く
受
け
入
れ
と
配
架
が
な
さ

れ
て
き
た
が
、
後
述
す
る
研
究
会
活
動
に
て
、
福
井
辰
彦
氏
、
村
田
裕
和
氏

〔
大
会
記
録
〕
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

立
命
館
大
学
人
文
系
文
献
資
料
室
準
貴
重
書
庫
所
蔵

明
治
・
大
正
期
貴
重
文
学
資
料
の
収
集
と
研
究
活
動

武

田

悠

希
二
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（
�
）

が
確
定
調
査
を
し
、
途
中
経
過
が
公
表
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
近
年
、
永
ら
く
日
本
文
学
専
攻
共
同
研
究
室
に
て
保
管
さ
れ
て
き

た
、
森
本
文
庫
の
一
部
が
準
貴
重
書
庫
に
移
転
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

そ
れ
で
は
、
各
資
料
群
の
所
蔵
経
緯
を
確
認
し
て
い
こ
う
。

昭
和
九
年
の
春
、
美
妙
の
長
男
旭
彦
が
亡
く
な
っ
た
折
に
、
彼
が
管
理
し

て
い
た
美
妙
の
遺
し
た
資
料
の
多
く
が
、
立
命
館
大
学
の
創
設
者
で
あ
る
中

川
小
十
郎
を
通
じ
て
本
学
に
譲
渡
さ
れ
た
と
い
う
の
が
、
美
妙
関
係
資
料
の

受
け
入
れ
経
緯
の
概
略
で
あ
る
。
美
妙
と
小
十
郎
は
、
東
京
大
学
予
備
門
の

同
窓
生
で
あ
り
、
小
十
郎
は
美
妙
に
、
同
級
生
ら
と
と
も
に
女
子
教
育
の
普

及
を
期
し
て
創
刊
し
た
雑
誌
『
以
良
都
女
』
に
言
文
一
致
小
説
の
執
筆
を
依

頼
し
、
そ
の
出
版
事
業
の
運
営
な
ど
を
託
し
た
と
い
う
つ
な
が
り
が
あ
っ

（
�
）た。
美
妙
関
係
の
資
料
は
、
ほ
か
に
、
日
本
近
代
文
学
館
の
塩
田
良
平
文

（
�
）

庫
、
早
稲
田
大
学
図
書
館
の
本
間
久
雄
文
庫
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。

一
方
、
昭
和
初
年
代
の
明
治
文
学
研
究
へ
の
関
心
の
高
ま
り
を
背
景
に
、

立
命
館
大
学
で
も
「
明
治
文
学
研
究
会
」
が
、
先
述
し
た
小
泉
苳
三
を
中
心

（
�
）

に
発
足
す
る
が
、
お
そ
ら
く
そ
の
よ
う
な
研
究
活
動
の
過
程
で
さ
ら
に
明
治

・
大
正
期
の
文
学
資
料
が
収
集
さ
れ
て
い
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
で
き

（
�
）る。

な
お
、
昭
和
一
〇
年
に
は
立
命
館
出
版
部
か
ら
『
美
妙
選
集
』
上
下
巻

が
刊
行
さ
れ
る
が
、
こ
れ
に
は
、「
明
治
文
学
研
究
会
」
を
主
宰
す
る
小
泉

と
、
同
研
究
会
の
メ
ン
バ
ー
で
も
あ
っ
た
柳
田
泉
、
塩
田
良
平
の
三
名
が
、

（
�
）

本
文
校
訂
と
解
説
解
題
の
執
筆
を
行
っ
て
い
る
。

準
貴
重
書
庫
所
蔵
資
料
の
来
歴
の
す
べ
て
は
把
握
で
き
な
い
が
、
こ
う
し

た
昭
和
初
年
代
頃
に
出
来
上
が
っ
て
い
っ
た
資
料
状
況
の
上
に
、
そ
の
後
の

本
学
日
本
文
学
専
攻
の
先
生
方
に
よ
る
資
料
収
集
が
加
わ
り
明
治
・
大
正
期

の
貴
重
文
学
資
料
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
が
形
成
さ
れ
て
き
た
と
考
え
ら
れ
る
。

続
い
て
近
年
の
動
向
の
一
つ
と
し
て
、
森
本
文
庫
の
一
部
が
準
貴
重
書
庫

に
移
行
す
る
ま
で
の
経
緯
を
確
認
し
た
い
。
森
本
文
庫
と
は
、
奈
良
教
育
大

学
教
授
で
あ
っ
た
森
本
修
氏
（
元
立
命
館
大
学
日
本
文
学
専
攻
教
授
）
の
蔵

書
の
中
心
部
分
を
立
命
館
大
学
が
受
け
入
れ
た
も
の
で
あ
る
。
森
本
氏
が
亡

く
な
ら
れ
た
平
成
三
年
五
月
に
寄
贈
さ
れ
、
以
後
「
森
本
文
庫
」
と
し
て
日

本
文
学
専
攻
共
同
研
究
室
に
配
架
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

森
本
氏
が
芥
川
龍
之
介
の
伝
記
研
究
な
ど
で
多
く
の
功
績
を
残
さ
れ
た
と

い
う
こ
と
も
あ
り
、
資
料
に
は
芥
川
の
初
版
本
な
ど
貴
重
な
も
の
が
多
く
含

ま
れ
て
い
る
。
ほ
か
に
は
芥
川
の
研
究
参
考
文
献
や
労
働
文
学
関
係
の
も
の

（
�
）

が
あ
る
。
当
時
の
日
本
文
学
専
攻
に
て
目
録
が
作
成
さ
れ
た
よ
う
で
、
現
在

は
そ
の
情
報
が
オ
ン
ラ
イ
ン
の
「
立
命
館
蔵
書
検
索
シ
ス
テ
ム
（R

U
N

-

N
E

R
S

）」
に
登
録
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
平
成
二
四
年
三
月
に
、
森
本

文
庫
の
中
か
ら
芥
川
初
版
本
な
ど
の
一
部
の
貴
重
書
が
人
文
系
文
献
資
料
室

準
貴
重
書
庫
に
移
動
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

Ⅱ

近
年
の
研
究
活
動

続
い
て
、
以
上
の
資
料
群
と
関
わ
る
、
本
学
に
お
け
る
近
年
の
研
究
活
動

に
つ
い
て
報
告
す
る
。

日
本
文
学
専
攻
の
院
生
の
活
動
と
し
て
は
、
平
成
一
五
年
に
準
貴
重
書
庫

（
�
）

所
蔵
資
料
の
整
理
と
目
録
化
が
行
わ
れ
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
そ
の
目
録

明
治
・
大
正
期
貴
重
文
学
資
料
の
収
集
と
研
究
活
動

二
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は
、
現
在C

D
−

R
O

M

の
デ
ジ
タ
ル
版
と
し
て
文
献
資
料
室
に
配
架
さ
れ
て

（
�
）

お
り
、
準
貴
重
書
庫
に
ど
の
よ
う
な
も
の
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
か
、
そ
の
大

部
分
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
こ
の
目
録
を
も
と
に
、
所
蔵
資

料
の
情
報
が
先
述
し
た
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
立
命
館
蔵
書
検
索
シ
ス
テ
ム
に
も

登
録
さ
れ
た
。
こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
準
貴
重
書
庫
資
料
が
格
段
に
活
用
し

や
す
い
環
境
が
整
っ
た
と
い
え
る
。

そ
の
後
、
平
成
一
八
年
一
〇
月
に
本
学
図
書
館
百
周
年
記
念
事
業
と
し

て
、
国
文
学
研
究
資
料
館
と
共
同
で
「
白
楊
荘
文
庫
研
究
会
」
の
発
足
が
な

さ
れ
た
。
メ
ン
バ
ー
は
、
本
学
図
書
館
と
文
学
部
、
国
文
学
研
究
資
料
館
の

（
�
）

研
究
者
と
、
資
料
該
当
領
域
の
専
門
研
究
者
、
大
学
院
生
で
構
成
さ
れ
た
。

研
究
会
メ
ン
バ
ー
の
一
人
で
あ
る
青
木
稔
弥
氏
が
紹
介
す
る
白
楊
荘
文
庫

研
究
会
の
発
足
に
関
す
る
文
書
に
よ
れ
ば
、
白
楊
荘
文
庫
だ
け
で
な
く
、
本

学
が
所
蔵
す
る
明
治
・
大
正
期
を
中
心
に
し
た
貴
重
な
近
代
日
本
文
学
資
料

（
�
）

を
包
括
的
に
概
観
す
る
こ
と
も
視
野
に
入
れ
て
い
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。
白

楊
荘
文
庫
に
つ
い
て
は
目
録
も
あ
り
比
較
的
整
理
も
進
ん
で
い
た
こ
と
か

ら
、
そ
れ
ま
で
ほ
と
ん
ど
未
着
手
で
あ
っ
た
山
田
美
妙
関
係
資
料
の
調
査
や

書
簡
の
翻
刻
作
業
を
主
に
進
め
て
い
く
こ
と
に
な
っ
た
。
美
妙
の
草
稿
や
宛

書
簡
な
ど
は
、
こ
の
段
階
で
初
め
て
、
分
類
・
整
理
さ
れ
、
書
簡
の
リ
ス
ト

（
�
）

な
ど
が
作
成
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
白
楊
荘
文
庫
研
究
会
は
、
平
成
一
九
年
度
末
で
図
書
館
の
事
業
と
し

て
の
役
割
を
終
了
し
、
次
年
度
以
降
、
図
書
館
員
を
除
く
メ
ン
バ
ー
で
新
た

に
「
立
命
館
明
治
文
学
研
究
会
」
と
し
て
継
続
し
、
美
妙
宛
て
書
簡
集
の
公

（
�
）

刊
を
目
指
し
て
翻
刻
作
業
を
進
め
て
い
く
こ
と
と
な
っ
た
。
直
近
の
動
向
に

つ
い
て
は
後
述
す
る
が
、
翻
刻
作
業
が
終
わ
っ
た
あ
と
も
国
文
学
研
究
資
料

館
と
の
共
同
研
究
の
場
と
し
て
継
続
し
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
な
活
動
と
並
行
し
て
、
準
貴
重
書
庫
の
資
料
は
学
部
の
ゼ
ミ

で
も
活
用
さ
れ
て
き
た
。
こ
こ
で
は
、
筆
者
が
学
部
三
回
生
の
と
き
に
所
属

し
て
い
た
平
成
二
〇
年
度
の
ゼ
ミ
で
の
例
を
紹
介
し
た
い
。
担
当
教
員
は
右

に
紹
介
し
た
研
究
会
の
メ
ン
バ
ー
で
あ
っ
た
中
川
成
美
教
授
、
テ
ィ
ー
チ
ン

グ
・
ア
シ
ス
タ
ン
ト
は
当
時
院
生
で
同
じ
く
同
会
の
メ
ン
バ
ー
で
あ
っ
た
池

田
啓
悟
氏
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
示
し
て
き
た
本
学
の
資
料
状
況
と
そ
れ
に
関

わ
る
研
究
活
動
と
を
背
景
と
し
て
設
け
ら
れ
た
授
業
と
い
え
る
。

こ
の
ゼ
ミ
で
は
ま
ず
準
貴
重
書
庫
を
見
学
し
て
実
際
に
い
ろ
い
ろ
な
書
籍

を
手
に
取
り
、
自
分
が
分
析
対
象
と
し
た
い
テ
キ
ス
ト
を
書
庫
内
の
明
治
期

の
も
の
の
中
か
ら
選
ぶ
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
し
て
、
各
自
協
力
し
て
選
ん
だ

テ
キ
ス
ト
の
デ
ジ
タ
ル
撮
影
と
画
像
処
理
を
行
い
、
授
業
で
使
用
す
る
た
め

（
�
）

の
教
科
書
と
な
る
冊
子
作
り
を
行
っ
た
。
ゼ
ミ
で
作
成
し
た
冊
子
の
テ
キ
ス

ト
一
覧
は
、
次
に
示
す
通
り
で
あ
る
。

野
田
千
秋
編
『
珍
笑
新
誌
』（
開
珍
社
、
明
治
一
一
年
六
月
）、
三
遊
亭
円

朝
『
怪
談
乳
房
榎
』（
金
櫻
堂
、
明
治
二
一
年
一
二
月
）、
石
橋
思
案
『
京
鹿

子
』（
昌
盛
堂
、
明
治
二
三
年
二
月
）、
石
橋
思
案
「
代
脈
」（『
餅
む
し
ろ
』

博
文
館
、
明
治
二
八
年
一
月
）、
後
藤
宙
外
「
ひ
た
ご
こ
ろ
」（『
陽
炎
集
』

春
陽
堂
、
明
治
三
四
一
月
）、
山
川
直
信
・
伊
藤
稲
畔
共
著
『
言
文
一
致

女
子
普
通
文
』（
言
文
一
致
会
、
明
治
三
四
年
九
月
）、
押
川
春
浪
『
海
島
探
険
塔

中
の
怪
』（
文
武
堂
、
明
治
三
四
年
一
〇
月
）、
押
川
春
浪
『
日
欧
競
争
空
中
大
飛

行
艇
』（
大
学
館
、
明
治
三
五
年
三
月
）。

三
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実
際
に
資
料
に
触
れ
、
装
丁
や
内
容
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
観
点
か
ら
選
ん

だ
こ
と
で
、
雑
誌
や
速
記
本
、
現
在
で
は
ほ
と
ん
ど
研
究
さ
れ
て
い
な
い
作

家
の
作
品
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
学
生
が
思
い
も
よ
ら
な
い
テ
キ
ス
ト
を
選
定

す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
作
成
し
た
冊
子
に
は
、
撮
影
し
た
テ
キ
ス
ト
の
影
印

の
ほ
か
に
、
書
誌
、
解
説
、
翻
刻
、
注
釈
な
ど
を
入
れ
る
こ
と
と
し
た
。

筆
者
が
担
当
し
た
押
川
春
浪
『
海
島
探
険
塔
中
の
怪
』
は
、
現
在
分
か
っ
て
い

る
限
り
で
本
学
を
含
め
た
九
館
に
し
か
所
蔵
の
な
い
貴
重
な
も
の
で
あ
り
、

こ
の
授
業
を
通
し
て
で
な
け
れ
ば
実
物
を
手
に
取
る
機
会
は
な
か
っ
た
書
籍

と
考
え
ら
れ
る
。『
海
島
探
険
塔
中
の
怪
』
に
つ
い
て
は
、
こ
の
授
業
で
の
活
動
が

現
在
の
筆
者
の
研
究
に
つ
な
が
り
、
平
成
二
四
年
に
『
論
究
日
本
文
学
』
に

（
�
）

論
文
と
し
て
投
稿
し
て
い
る
が
、
本
稿
で
確
認
し
て
き
た
こ
の
授
業
の
背
景

を
考
え
れ
ば
、
そ
れ
も
本
学
な
ら
で
は
の
資
料
状
況
と
こ
れ
ま
で
な
さ
れ
て

き
た
研
究
活
動
の
う
え
に
成
り
立
つ
も
の
と
い
え
る
。

以
上
に
示
し
た
研
究
会
や
ゼ
ミ
活
動
な
ど
、
準
貴
重
書
庫
資
料
の
見
直
し

が
行
わ
れ
て
き
た
流
れ
の
延
長
線
上
に
あ
る
も
の
と
し
て
、
本
年
（
平
成
二

六
年
）
の
四
月
に
、
そ
れ
ら
の
資
料
の
さ
ら
な
る
活
用
を
期
し
て
、
本
学
の

瀧
本
和
成
教
授
・
田
口
道
昭
教
授
・
中
川
成
美
教
授
を
中
心
に
「
立
命
館
明

治
・
大
正
文
化
研
究
会
」
を
発
足
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
れ
は
、
先
述
し

た
「
立
命
館
明
治
文
学
研
究
会
」
を
引
き
継
ぐ
も
の
と
し
て
、
現
在
、
国
文

学
研
究
資
料
館
と
の
共
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
活
動
し
て
い
る
。

Ⅲ

成
果
と
公
開

最
後
に
、
以
上
の
研
究
会
活
動
な
ど
に
よ
る
成
果
と
、
国
文
学
研
究
資
料

館
と
の
共
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
よ
る
情
報
公
開
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。

先
述
し
た
白
楊
荘
文
庫
研
究
会
の
成
果
の
一
つ
と
し
て
、
平
成
一
九
年
一

〇
月
か
ら
一
一
月
に
か
け
て
展
覧
会
「
立
命
館
と
立
命
館
を
め
ぐ
る
文
人
た

ち
〜
与
謝
野
鉄
幹
・
晶
子
、
山
田
美
妙
を
中
心
に
〜
」
が
行
わ
れ
、
本
学
所

蔵
の
美
妙
書
簡
な
ど
の
資
料
公
開
が
な
さ
れ
た
。
あ
わ
せ
て
一
一
月
一
六
日

に
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
文
学
・
明
治
二
〇
年
前
後
〜
立
命
館
所
蔵
資
料
を

（
�
）

て
が
か
り
に
」
が
行
わ
れ
た
。
さ
ら
に
、
白
楊
荘
文
庫
研
究
会
が
明
治
文
学

研
究
会
と
な
っ
た
以
降
の
、
平
成
二
二
年
一
〇
月
か
ら
一
一
月
に
は
、
日
本

近
代
文
学
館
に
て
「
山
田
美
妙
没
後
１００
年
展
」
が
行
わ
れ
、
本
学
所
蔵
の
資

料
も
展
示
さ
れ
た
。
そ
れ
ま
で
、
美
妙
の
自
筆
資
料
、
旧
蔵
書
、
書
簡
な
ど

は
、
本
学
の
ほ
か
に
日
本
近
代
文
学
館
の
塩
田
良
平
文
庫
、
早
稲
田
大
学
図

書
館
の
本
間
久
雄
文
庫
に
三
分
さ
れ
て
個
別
に
所
蔵
さ
れ
て
き
た
が
、
こ
の

展
示
で
は
、
国
文
学
研
究
資
料
館
を
加
え
た
四
館
合
同
の
資
料
展
と
い
う
形

で
、
は
じ
め
て
こ
れ
ら
の
貴
重
な
資
料
が
一
堂
に
会
し
、
美
妙
の
全
体
像
を

（
�
）

示
す
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
展
示
会
に
付
随
し
て
一
〇
月
三
〇
日
に
行
わ
れ

た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
も
と
に
、『
文
学
』（
岩
波
書
店
）
平
成
二
三
年
一
一
、

一
二
月
号
の
小
特
集
「
山
田
美
妙
没
後
一
〇
〇
年
」
が
組
ま
れ
た
。

ま
た
、
白
楊
荘
文
庫
研
究
会
で
の
山
田
美
妙
関
係
資
料
の
調
査
を
き
っ
か

け
と
し
て
、
美
妙
没
後
百
年
の
平
成
二
二
年
に
『
山
田
美
妙
集
』
刊
行
の
企

明
治
・
大
正
期
貴
重
文
学
資
料
の
収
集
と
研
究
活
動
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画
が
立
て
ら
れ
、
平
成
二
四
年
四
月
以
降
、
臨
川
書
店
よ
り
随
時
刊
行
中
で

（
�
）

あ
る
。
国
文
学
研
究
資
料
館
と
の
共
同
開
催
の
研
究
会
で
翻
刻
が
進
め
ら
れ

て
き
た
美
妙
の
書
簡
も
、
こ
の
一
つ
と
し
て
刊
行
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。

最
後
に
、
国
文
学
研
究
資
料
館
と
の
共
同
で
行
わ
れ
て
い
る
情
報
公
開
に

つ
い
て
記
す
。
平
成
一
七
年
一
二
月
に
国
文
学
研
究
資
料
館
と
立
命
館
大
学

図
書
館
と
が
「
学
術
情
報
に
関
す
る
相
互
協
力
協
定
書
」
と
「
画
像
デ
ー
タ

（
�
）

ベ
ー
ス
の
利
用
に
関
す
る
覚
書
」
を
取
り
交
わ
し
た
が
、
本
稿
で
説
明
し
て

き
た
準
貴
重
書
庫
の
明
治
・
大
正
期
の
貴
重
資
料
に
つ
い
て
は
、
年
に
一
、

二
回
調
査
を
行
っ
て
書
誌
デ
ー
タ
や
構
成
な
ど
の
情
報
を
細
か
く
取
得
し
、

そ
の
う
ち
の
貴
重
な
資
料
に
つ
い
て
は
全
文
画
像
の
撮
影
（
デ
ジ
タ
ル
収

集
）
を
行
っ
て
、
国
文
学
研
究
資
料
館
の
「
近
代
書
誌
・
近
代
画
像
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
」〈http

://school.nijl.ac.jp/kindai/

〉（
平
成
二
六
年
一
一
月
五
日
）

に
順
次
公
開
さ
れ
て
い
る
。

以
上
示
し
た
成
果
の
ほ
か
に
、
本
稿
で
参
照
し
て
き
た
論
文
な
ど
本
学
資

料
を
利
用
し
た
研
究
の
成
果
が
公
表
さ
れ
て
い
る
。

お
わ
り
に

以
上
、
人
文
系
文
献
資
料
室
準
貴
重
書
庫
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
明
治
・
大

正
期
の
貴
重
文
学
資
料
に
焦
点
を
あ
て
、
本
学
で
の
さ
ま
ざ
ま
な
研
究
活
動

の
動
向
か
ら
形
成
さ
れ
て
き
た
立
命
館
大
学
な
ら
で
は
の
豊
富
な
資
料
状
況

と
、
そ
れ
ら
を
め
ぐ
る
研
究
活
動
の
現
在
ま
で
の
在
り
様
に
つ
い
て
確
認

し
、
報
告
し
て
き
た
。
先
述
し
た
「
立
命
館
明
治
・
大
正
文
化
研
究
会
」
の

活
動
な
ど
を
通
じ
て
、
今
後
も
準
貴
重
書
庫
所
蔵
の
資
料
を
基
盤
と
し
た
研

究
の
さ
ら
な
る
活
性
化
が
期
待
さ
れ
る
。

注（
１
）
本
学
所
蔵
の
山
田
美
妙
関
係
資
料
と
そ
の
調
査
、
研
究
の
経
過
に

つ
い
て
は
主
に
次
の
資
料
が
紹
介
し
て
い
る
。

青
木
稔
弥
「「
山
田
美
妙
関
係
手
稿
」
の
こ
と
な
ど
」（『
日
本
近

代
文
学
』
七
八
集
、
平
成
二
〇
年
五
月
）、
中
川
成
美
「
立
命
館
大

学
所
蔵

山
田
美
妙
関
係
資
料
に
つ
い
て
」（『
日
本
近
代
文
学
館
年

誌

資
料
探
索

４
』
日
本
近
代
文
学
館
、
平
成
二
〇
年
九
月
）。

（
２
）
福
井
辰
彦
「
立
命
館
大
学
蔵
山
田
美
妙
旧
蔵
書
お
よ
び
美
妙
書
入

本
『
此
ぬ
し
』
に
つ
い
て
」（『
論
究
日
本
文
学
』
九
二
号
、
平
成
二

二
年
五
月
）。

（
３
）
以
上
の
経
緯
に
つ
い
て
は
中
川
成
美
前
掲
論
文
に
詳
し
い
。
ま
た
、

中
川
小
十
郎
自
身
が
書
き
残
し
て
い
る
（
中
川
小
十
郎
「「
い
ら
つ

め
」
と
言
文
一
致
│
序
に
代
へ
て
│
」（『
美
妙
選
集
』
上
巻
、
立
命

館
出
版
部
、
昭
和
一
〇
年
一
〇
月
）。

（
４
）
分
散
所
蔵
の
過
程
に
つ
い
て
は
宗
像
和
重
「
古
葛
籠
の
中
の
美
妙

│
早
稲
田
大
学
図
書
館
本
間
久
雄
文
庫
の
資
料
を
め
ぐ
っ
て
│
」

（『
日
本
近
代
文
学
館
年
誌

資
料
探
索

４
』
日
本
近
代
文
学
館
、

平
成
二
〇
年
九
月
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
５
）『
立
命
館
文
学
』
一
巻
五
号
（
昭
和
九
年
五
月
）
の
「
学
会
消
息
」

欄
に
明
治
文
学
研
究
会
発
足
の
お
知
ら
せ
と
第
一
回
開
催
情
報
の
掲

載
が
あ
る
。
活
動
内
容
と
し
て
「
研
究
発
表
、
批
判
。
及
資
料
の
蒐
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集
解
説
」
と
あ
る
。
以
後
、
同
欄
に
適
宜
活
動
報
告
な
ど
が
掲
載
さ

れ
て
い
る
。

（
６
）
中
川
成
美
前
掲
論
文
、
七
一
頁
参
照
。

（
７
）
中
川
成
美
前
掲
論
文
、
六
九
頁
参
照
。

（
８
）
以
上
、
森
本
文
庫
に
つ
い
て
は
、
浅
田
隆
「
思
い
こ
も
ご
も
│
森

本
修
蔵
書
の
こ
と
│
」（『
論
究
日
本
文
学
』
五
六
号
、
平
成
三
年
五

月
）
を
参
照
し
た
。

（
９
）
中
川
成
美
前
掲
論
文
、
七
二
頁
参
照
。

（
１０
）
立
命
館
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
日
本
文
学
専
攻
編
『
立
命
館
大

学
人
文
系
文
献
資
料
室
所
蔵
明
治
大
正
本
リ
ス
ト
』（
平
成
一
六
年

八
月
）。

（
１１
）
中
川
成
美
前
掲
論
文
に
当
時
の
メ
ン
バ
ー
一
覧
が
記
載
さ
れ
て
い

る
（
七
二
頁
）。

（
１２
）
青
木
稔
弥
前
掲
論
文
、
二
七
六
頁
参
照
。

（
１３
）
中
川
成
美
前
掲
論
文
の
末
尾
に
「
立
命
館
大
学
図
書
館
所
蔵

山

田
美
妙
関
係
所
蔵
資
料
目
録
」
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

（
１４
）
以
上
の
研
究
会
活
動
に
つ
い
て
は
、
青
木
稔
弥
前
掲
論
文
、
中
川

成
美
前
掲
論
文
、
福
井
辰
彦
前
掲
論
文
を
参
照
し
た
。
同
会
の
研
究

活
動
の
中
で
、
平
成
二
二
年
に
内
田
不
知
庵
宛
て
美
妙
書
簡
二
通
が

立
命
館
大
学
図
書
館
に
新
た
に
購
入
さ
れ
た
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は

福
井
辰
彦
・
大
貫
俊
彦
「
山
田
美
妙
・
内
田
不
知
庵
往
復
書
簡
紹
介

お
よ
び
「
内
田
魯
庵
著
述
年
譜
」
未
紹
介
小
説
「
も
み
ぢ
狩
」
に
つ

い
て
」（『
論
究
日
本
文
学
』
九
八
号
、
平
成
二
五
年
五
月
）
を
参
照

さ
れ
た
い
。

（
１５
）
二
〇
〇
八
年
度
日
本
文
学
講
読
演
習
Ⅱ
Ｅ
３
ク
ラ
ス
編
『
明
治
文

芸
読
本
』（
平
成
二
〇
年
一
一
月
）。
ほ
か
に
前
年
度
の
冊
子
『
明
治

小
説
集
│
二
〇
〇
七
年
度

日
本
文
学
講
読
演
習
Ⅱ
Ｅ
３

中
川
ゼ

ミ
テ
キ
ス
ト
│
』
が
本
学
日
本
文
学
研
究
学
域
共
同
研
究
室
に
所
蔵

さ
れ
て
い
る
。

（
１６
）
武
田
悠
希
「
押
川
春
浪
『
海
島
探
険

塔
中
の
怪
』
に
お
け
る
娯

楽
へ
の
意
識
│
「
海
底
軍
艦
」
を
相
対
化
す
る
物
語
と
し
て
│
」

（『
論
究
日
本
文
学
』
九
七
号
、
平
成
二
四
年
一
二
月
）。

（
１７
）
詳
細
は
、
青
木
稔
弥
前
掲
論
文
（
二
七
七
頁
）
及
び
中
川
成
美
前

掲
論
文
（
七
四
頁
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
１８
）
十
川
信
介
「
山
田
美
妙
没
後
百
年
展
開
催
に
あ
た
っ
て
」（『
日
本

近
代
文
学
館
特
別
展
「
草
創
期
の
メ
デ
ィ
ア
に
生
き
て

山
田
美
妙

没
後
１００
年
」
展
図
録
』
臨
川
書
店
、
平
成
二
二
年
一
〇
月
）
参
照
。

（
１９
）
こ
の
経
緯
と
校
訂
の
過
程
に
つ
い
て
は
、
須
田
千
里
「
校
訂
の
実

際
│
臨
川
書
店
版
『
山
田
美
妙
集
』
第
三
巻
を
中
心
に
│
」（『
日
本

近
代
文
学
』
八
八
集
、
平
成
二
五
年
五
月
）
に
詳
し
い
。

（
２０
）
青
木
稔
弥
前
掲
論
文
、
二
七
七
頁
参
照
。

付
記

本
稿
は
平
成
二
六
年
六
月
に
開
催
さ
れ
た
第
五
八
回
立
命
館
大
学

日
本
文
学
大
会
で
の
口
頭
報
告
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
。

（
た
け
だ
・
ゆ
き

本
学
博
士
後
期
課
程
・
日
本
学
術
振
興
会
特
別
研
究
員

Ｄ
Ｃ
）

明
治
・
大
正
期
貴
重
文
学
資
料
の
収
集
と
研
究
活
動
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